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轟酬e
教員（東京家政大学）の公募

1．職名：教授または助教授1名

2．所属：家政学部環境情報学科

3．主な担当科目：地球環境論，エネルギー論，地球

　　　　　　　　　科学，自然と環境など

4．応募資格：博士の学位を有する方．上記科目が担

　　　　　　　当できること．なお，計算機を使った

　　　　　　　データ解析や数値計算のできる方が望

　　　　　　　ましい．

5．採用予定日：平成13年4月1日

6．応募書類：

　　1）履歴書

　　2）研究業績の目録

　　　　（レフェリーのある論文と，それ以外の論文，

　　　　解説等，著書，その他）

　　3）主要論文の別冊またはコピー（5編程度）

　　4）教育と研究に対する抱負（これまでの教育・

　　　　研究業績を含め1200字程度）

　　5）着任後に担当する主要科目（1科目）の授業

　　　　計画

　　6）学科教員メンバーの前であなたの主要な研究

　　　　についてレクチャーして頂きます．

　　※1），2），5）は指定用紙がありますので下記

　　　の「書類の提出先」に請求して下さい．

7．応募締切日：平成12年7月末日必着

8．書類の提出先：〒173－8602

　　　　　　　　　東京都板橋区加賀H8－1

　　　　東京家政大学家政学部環境情報学科事務担当

　　　　　　　　　　　　　　　TEL：03－3961－2240

　　応募書類送付の際は，封筒に「教員応募書類」と

　　朱書きしてください．

9．問い合わせ先：環境情報学科長　荒川正一

　　　　TEL：03－3961－4719　FAX：03－3961－1736
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